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編
集
後
記

　

年
一
回
の
刊
行
を
目
標
に
し
て
き
た
本
雑
誌
も
、

第
三
号
を
迎
え
よ
う
や
く
定
期
刊
行
物
と
し
て
の
体

裁
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
感
慨
も
一
入
で
あ
る
。

　

今
号
は
、
特
集
タ
イ
ト
ル
を
「
廃
墟
の
空
間
論
・

帰
郷
の
反
美
学
」
と
し
た
。
〈
帰
郷
〉
と
い
う
物
語

は
故
郷
と
い
う
空
間
が
無
く
て
は
成
立
し
な
い
。
し

か
し
、
戦
後
の
日
本
は
そ
う
し
た
還
る
べ
き
故
郷
を

喪
失
し
た
空
間
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
物
理
的
な
空

間
の
破
壊
だ
け
で
な
く
、
共
同
体
そ
の
も
の
の
喪
失

を
も
意
味
す
る
。
人
々
は
〈
帰
郷
〉
を
果
た
す
為
に
、

廃
墟
の
上
に
新
た
な
〈
想
像
の
共
同
体
〉
を
構
築
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
〈
帰
郷
〉

と
は
す
で
に
単
に
帰
属
す
べ
き
場
へ
の
帰
還
の
み
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

高
木
彬
氏
は
稲
垣
足
穂
の
テ
ク
ス
ト
を
手
が
か
り

に
、
戦
時
下
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
に
堆
積
す
る
過
去
の

記
憶
を
読
み
取
り
、
都
市
の
風
景
が
一
個
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
し
て
美
学
的
に
構
築
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
池
田
啓
悟
氏
の
「
播
州
平
野
」

論
は
、
宮
本
百
合
子
が
見
た
敗
戦
後
の
廃
墟
の
風
景

に
刻
印
さ
れ
た
被
害
と
加
害
の
重
層
性
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
く
。
坂
堅
太
氏
は
安
部
公
房
の
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
「
開
拓
村
」
の
分
析
を
通
じ
、
戦
前
・
戦
後
、

二
つ
の
「
開
拓
」
に
挟
ま
れ
た
「
引
き
揚
げ
」
と
い

う
物
語
が
内
包
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
記
憶
を
開
示

し
、
そ
こ
か
ら
取
り
こ
ぼ
さ
れ
て
い
っ
た
、
構
造
的

な
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
た
開
拓
移
民
の
記
憶
を
掘
り
起

こ
し
て
い
く
。
今
回
の
特
集
が
、
敗
戦
後
七
〇
年
を

迎
え
る
我
々
の
帰
属
意
識
そ
の
も
の
を
改
め
て
問
い

直
す
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
号
に
は
伊
藤
純
氏
に
よ
る
新
発
見
の
画

像
資
料
に
つ
い
て
、
詳
細
を
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

す
で
に
新
聞
等
で
も
記
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
ご
存

じ
の
方
も
多
い
か
と
思
う
が
、
貴
司
山
治
撮
影
に
よ

る
小
林
多
喜
二
虐
殺
後
の
作
家
た
ち
の
集
合
写
真
に

つ
い
て
、
未
発
表
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
含
む
ガ
ラ
ス
乾

板
が
、
伊
藤
氏
宅
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
多
喜
二
虐
殺

に
ま
つ
わ
る
生
々
し
い
記
憶
が
そ
こ
に
は
焼
き
付
け

ら
れ
て
い
る
。
事
件
に
直
面
し
た
人
々
の
衝
撃
と
怒

り
に
ぜ
ひ
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

貴
司
関
連
の
資
料
と
し
て
は
も
う
一
点
、
十
六
ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
遺
さ
れ
た
『
岡
山
と
高
知　

作

家
同
盟
の
講
演
旅
行
、
一
九
三
一
、
十
一
―
十
二
』

に
つ
い
て
、
萬
田
慶
太
氏
に
よ
る
研
究
ノ
ー
ト
が
あ

る
。
貴
重
な
映
像
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
映
像
ま
で
を
射
程
に

収
め
た
総
合
大
衆
芸
術
家
と
し
て
の
貴
司
の
活
動
を

示
す
も
の
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　

＊

　

占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
で
は
会
員
の
入
会
も
随

時
募
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
会
内
外
か
ら
の
ご

寄
稿
は
も
ち
ろ
ん
、
情
報
交
換
や
研
究
成
果
発
表
の

場
と
し
て
、
今
後
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
賜
り

た
い
。

　
　
　
　
　

＊

　

昨
年
度
の
研
究
会
活
動
記
録
は
下
記
の
通
り
。

●
第
17
回 

占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
四
年
八
月
三
一
日
（
日
）

会
場　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
学
而
館

２
階
・
第
２
研
究
会
室

・
高
木
彬
「
稲
垣
足
穂
に
お
け
る
戦
時
下
の
テ
ク

ノ
ス
ケ
ー
プ
」

・
鄧
麗
霞
「
「
在
満
作
家
」
牛
島
春
子
の
女
性
文

学
―
―
「
女
」
を
め
ぐ
っ
て
語
る
」

・
友
田
義
行
「
「
闖
入
者
」
か
ら
複
数
の
「
友
達
」

へ
―
―
安
部
公
房
の
小
説
・
戯
曲
・
映
画
を
め
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ぐ
っ
て
」

●
第
18
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
四
年
一
二
月
二
〇
日
（
土
）

場
所　

京
都
工
芸
繊
維
大
学
（
松
ヶ
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
）　

東
１
号
館
５
０
１
教
室

・
書
評
会　

内
藤
由
直
『
国
民
文
学
の
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー

―
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
批
判
の
理

路
と
隘
路
』
（
双
文
社
出
版
）

書
評
者
・
和
田
崇
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
村
田

裕
和

・
栗
山
雄
佑
「
目
取
真
俊
「
希
望
」
論
―
作
品
の

「
撹
乱
」
を
考
え
る
」

・
森
祐
香
里
「
〈
肉
体
〉
を
描
く
こ
と
―
野
間
宏
「
肉

体
は
濡
れ
て
」
、「
地
獄
篇
第
二
十
八
歌
」
論
―
」

・
坂
堅
太
「
〈
帰
郷
〉
で
き
な
か
っ
た
引
揚
者
た

ち
の
「
戦
後
」
―
―
安
部
公
房
「
開
拓
村
」
論

―
」

●
第
19
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
五
年
三
月
一
四
日
（
土
）

場
所　

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎 

南
黌
１
０
５
教
室

・
平
野
織
「
デ
リ
ダ
に
お
け
る
配
慮
の
哲
学
」

・
藤
原
崇
雅
「
『
富
士
』
論
―
―
武
田
泰
淳
と
「
精

神
病
理
学
」
及
び
「
精
神
病
院
批
判
」
」

・
澤
辺
真
人
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
・
天
皇
・
母
・
革
命

―
戦
後
太
宰
治
文
学
を
め
ぐ
っ
て
」

・
伊
藤
純
「
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
資
料
集

成
』
に
見
る
運
動
の
姿
」

　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
一
年
間
、
会
員
の
関
わ
っ
た
刊
行
物
は
下
記

の
通
り
。

　

友
田
義
行
「
地
下
茎
状
の
原
作
―
安
部
公
房
「
友

達
」
論
」（
『
文
学
』
岩
波
書
店   

第
15
巻(

第
６
号) 

二
〇
一
四
年
一
一
月
）

　

内
藤
由
直
「
第
七
章　

〝
戦
後
〟
の
ア
ン
ビ
バ
レ

ン
ス

─
五
五
年
体
制
と
日
本
国
憲
法
の
問
題
」
、

「
コ
ラ
ム
４　

戦
後
レ
ジ
ー
ム
と
し
て
の
安
保
」
（
西

川
長
夫
・
大
野
光
明
・
番
匠
健
一
編
『
戦
後
史
再

考　

「
歴
史
の
裂
け
目
」
を
と
ら
え
る
』　

平
凡
社 

二
〇
一
四
年
） 

　
　
　
　
　

＊

　

第
二
号
は
二
〇
一
四
年
六
月
に
無
事
刊
行
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
僅
か
で
あ
る
が
在
庫
も
あ
る
の
で
、

刊
行
版
を
希
望
さ
れ
る
方
は
編
集
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。
第
三
号
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
は

六
月
頃
公
開
予
定
で
あ
る
。
資
料
の
追
加
も
予
定
し

て
い
る
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
（
Ｔ
）

　
　
　
　
　

＊

　

第
三
号
編
集
委
員
／
白
井
か
お
り
・
鳥
木
圭
太
・

村
田
裕
和
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役
員

第
八
条
（
役
員
）　

　

第
四
条
の
各
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
次
の
役
員

を
お
く
。

　

代
表
幹
事　
　

一
名　
　

　

常
任
幹
事　
　

若
干
名　
　

　

編
集
委
員　
　

若
干
名　
　

　

研
究
会
幹
事　

一
名　
　

　

監
査　
　
　
　

二
名

第
九
条
（
役
員
の
任
期
）　

　

役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
研
究
会
幹
事

は
研
究
発
表
会
ご
と
に
改
選
す
る
。
重
任
お
よ
び
兼

任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
監
査
の
兼
任
は
認
め
な
い
。

第
一
〇
条
（
役
員
の
選
出
）　

　

役
員
は
総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。

総
会

第
一
一
条
（
総
会
）　

　

総
会
は
年
一
回
開
催
し
、
当
該
年
度
の
事
業
お
よ

び
翌
年
度
の
事
業
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
決

定
す
る
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
代
表
幹
事
は
臨
時
総

会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
計

第
一
二
条
（
経
費
）　

　

本
会
の
経
費
は
会
費
・
投
稿
料
・
寄
付
金
・
そ
の

他
の
収
入
に
よ
る
。

第
一
三
条
（
会
計
報
告
）　

　

会
計
報
告
は
総
会
に
お
い
て
行
う
。

第
一
四
条
（
会
計
年
度
）　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、

翌
年
三
月
末
日
に
終
わ
る
。

会
則
の
変
更

第
一
五
条
（
会
則
の
変
更
）　

　

会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
行
う
。

設
立
年
月
日

第
一
六
条
（
設
立
年
月
日
）　

　

本
会
の
設
立
年
月
日
を
平
成
二
二
年
六
月
一
日
と

す
る
。

付
則
（
略
）

［
こ
の
会
則
は
二
〇
一
三
年
九
月
一
日
よ
り
施
行
す

る
。
］

占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
会
則

総
則

第
一
条
（
会
の
名
称
）

　

本
会
は
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
（
会
の
本
部
）

　

本
会
は
別
表
に
記
載
の
代
表
幹
事
の
所
属
研
究
室

内
に
所
在
地
を
置
く
。

第
三
条
（
会
の
目
的
）　

　

本
会
は
昭
和
期
日
本
と
そ
の
周
辺
地
域
の
占
領
と

開
拓
に
関
わ
る
芸
術
・
文
化
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
（
会
の
事
業
）　

　

本
会
は
第
三
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
次
の
事

業
を
行
う
。

　

一
、
研
究
発
表
会
の
開
催
。

　

二
、
機
関
誌
の
刊
行
。

　

三
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
。

会
員

第
五
条
（
会
員
の
資
格
）　

　

本
会
は
第
三
条
の
目
的
に
賛
同
す
る
個
人
お
よ
び

団
体
の
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第
六
条
（
会
費
の
納
入
）　

　

会
員
は
付
則
に
定
め
る
会
費
を
負
担
す
る
も
の
と

す
る
。

第
七
条
（
会
員
の
活
動
）　

　

会
員
は
本
会
の
事
業
に
参
加
し
、
機
関
誌
の
配
布

を
受
け
る
。
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